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長年、チームケアを共に手がけ協力してきた爽秋会とうえまつ調剤薬局さ

んとが執筆陣となった、在宅緩和ケア入門です。これまでのケアの実践、そ

こから得られた経験・知見にもとづいた、現場からおくる在宅緩和ケア入門

となっています。 
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